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【概要】 

社会状況や子どもを取り巻く環境の変化等，教育における課題は一層多様化・複雑化して

いる。各学校においても，学力の向上，いじめ・不登校問題，家庭・地域との連携，保護者

対応などの課題が山積するとともに，近年の教員の大量退職・大量採用の影響等により，筆

者の所属するＡ市でも，先輩教員から若手教職員への知識・技能の伝承がうまく図りにくい

状況がある。本研究では，初任者研修を受ける若手教職員のパネルデータ（同一の対象を継

続的に観察し記録したデータ）を基に，初任者教員の不安感の特徴，ワークエンゲイジメン

トや主観的幸福感，抑鬱傾向，残業時間と職能成長の関係について明らかにした。その結果，

初任者の教員としての適応は，働いた時間ではなく学年部の教員や管理職との信頼関係（対

話・交流⇒信頼）が大きく関わっている。さらに勤務時間による「多忙」よりも「やりがい」

を感じている初任者教員の方が適応能力は高いということが実証された。 

 

キーワード 若手教職員 信頼関係 職能成長 パネルデータ 

 

１ はじめに 

現在日本の教育界では，教員の大量退職・大量採用の時代が到来している。図１(文部科

学省総合教育政策局，2019)に示す通り，本県にもすでにその波が押し寄せてきており，こ

れからますます先輩から若手教職員への知

識・技能の伝承が難しい状況になってきて

いる。 

社会状況や子どもを取り巻く環境は日々

変化し，教育における課題は一層多様化・複

雑化してきている。各学校においては，保護

者対応，学力の向上，家庭・地域との連携，

いじめ・不登校問題などの課題が山積し，ベ

テラン教員であっても，今までの経験や方

法だけでは対応しきれない状況が生じてい

る。 

また，本県の教員の採用数は，ここ数年増加傾向にある。今年度の教員採用試験の倍率は

2.9倍で，中でも小学校は 1.7倍と 2倍を切ってしまっており，自ら学び続ける強い意志を

備えた質の高い教師を確保することが難しい時代になっていることも考えられる。 

私たちの先輩が若手だったころ，初任者研修はないものの，校内で多くの先輩の仕事ぶり

図１ 公立学校年齢別教員数 
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を見る，まねる，助言を受けるなどをして成長することができた。つまり日々の職務の中で，

先輩の背中を見ながら成長することができた時代であったと言える。 

しかし，現在は初任者の年齢層も拡大し，初任者研修を免除された他県での経験がある初

任者もいるという時代。さらに本県は 49歳の教員を境にその上と下の人数がほぼ同数であ

る。これらのことからも，近い将来，経験の浅い若手教職員に，校内の主要な校務分掌を担

当させざるを得ない状況になってくることが予想される。つまり，若手教職員を育成するた

めの研究をすることは，10 年後，ベテラン教員となって学校の中心として，本県の教育を

支えるであろう若手教職員を「愛媛の教師文化の伝承者」として育てることに繋がると考え，

本研究に取り組むこととした。 

 

２ 研究の背景 

 佐々木·保坂·明石(2010)は， 初任者の 4月から 7月にかけてのモチベーション低下， 9

月から 12月にかけてのモチベーション低下を，初任者教員のクライシスと捉え，懇談会に

対する不安，叱り方不安，時間的多忙，劣等感をクライシスの原因として特定している。ま

た，クライシスを越えるキーワードとして，指導教員の存在や管理職との関係を指摘してい

る。また，安藤(2009)は，初任者教員が 子どもの褒め方・叱り方，授業がうまくいかない，

学級にまとまりがない，子どものいじめやトラブルに悩んでいる実態を明らかにした上で，

相談コーピングを主に活用することで課題に対応している実態を記述している。さらに，大

前(2015)は，初任者教員が授業，子どもへの対応，学級経営，保護者対応，職場への順応に

悩んでいるが，他の教員も含めて多忙化が進み，助言がもらえない姿が見て取れるとしてい

る。これらの「不安感」を抱えがちな初任者教員が，キャリアを踏みだし若手教職員として

職能成長するプロセスを研修の過程を通して明らかにすることが本研究のねらいの一つで

ある。具体的には，北村(2006)などの先行研究を参考に，同一の対象を継続的に観察し記録

したデータである「パネルデータ」を多角的に分析し，職能成長の経年変化の検討を試みる。 

 平成 31年，中央教育審議会より「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営

体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について」がまとめら

れた。解消されない教員の多忙感。ベテラン教員も，学力の向上，いじめ・不登校問題，家

庭・地域との連携，保護者対応などに追われ，若手教職員を育てる余裕もない。そのような

中で本研究が，学校の教育力を保持するために，若手教職員の資質能力を計画的に高め，な

おかつ学校全体の教育力のさらなる向上につながり，学校の活性化を図るものになると考

えた。 

 

３ 研究課題 

 本研究では，以下の研究課題を設定し，これらの実践を通して研究目的の達成に迫る。 

研究課題１：初任者教員（２年目教員）の「不安感」の特徴は何だろうか。また，それら

を解決するための手立てにはどのような方法が効果的なのだろうか。 

研究課題２：初任者教員（２年目教員）のワークエンゲイジメントや主観的幸福感，抑鬱 

傾向，残業時間は職能成長に関係しているのだろうか。 

 

４ 研究方法 

本研究では，平成 30年５月より令和２年３月まで毎月，愛媛県のＡ市（小学校 53，中学
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校 29）教育研修センターの協力の下，Ａ市の初任者 63名に調査を行った。 

 

１）調査内容 

・初任者の日々の教育活動・研修の取組状況・勤務校での職務遂行状況 30項目 

・ワークエンゲイジメント９項目（６件法） 

・幸福感 10項目 

・抑鬱傾向(K6)６項目（５件法） 

２）手続き 

本調査はＡ市教育研修センターの協力の下，下記のアンケート調査用紙（図２）を用い

て実施した。経年比較調査であるため，マークシートには職員番号（６ケタ）の記入を依

頼した。さらに，分析結果は，個人情報の保護に細心の注意を払いつつ，教育委員会・教

育センターを対象とする報告会において説明するとともに，必要に応じて初任者にも公表

する旨を伝えた。なお，有効回収率 100％であった。 

 

 

５ 研究の実際 

１）１年目の実践 

 １年目に調査したテーマは次の２つである。 

①児童生徒・保護者・学年教員・学校管理職との信頼関係が高い初任者教員は，主観的

幸福感が高く，抑鬱傾向が低いのか。 

 ②初任者教員の「不安感」の特徴は何か。また，それらを解決するための手立てにはど

のような方法が効果的なのか。 

図２ 初任者へのアンケート 
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１）．２ 児童生徒・保護者・学年教員・学校管理職との信頼関係 

小学校では全体的に同じ傾きを示してい

るが，特に赤色の４年生担任の初任者のワ

ークエンゲージメント（仕事へのやりが

い）が高いことが分かる。抑うつ傾向（仕

事へのストレス）も低く，幸福感も高い。 

一方，５年生担任の初任者のワークエン

ゲイジメント（仕事へのやりがい）は低い。

（図３，図４，図５） 

これらの結果は何に起因しているのだ

ろうか。そこで，４つの信頼関係（児童生徒，

保護者，学年部教員，管理職）との相関を見

てみると，以下のようなデータが見られた。 

 月ごとの変化は見られるものの，４年生

を学級担任する初任者とそれぞれとの信頼

関係はどの月も高い数値を示している。 

一方５年生を学級担任する初任者とそれ

ぞれとの信頼関係はどの月も低い数値を示

している。このことから小学校では，児童生

徒・保護者・学年教員・学校管理職との信頼

関係が高い初任者教員は，主観的幸福感が高

く抑鬱傾向が低いことが分かった。 

図３ ワークエンゲイジメント（小学校） 図４ 抑うつ傾向（小学校） 
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図７ ワークエンゲイジメント（中学校） 図８ 抑うつ傾向（中学校） 
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中学校でも同様に調査した結果，中学校

では赤色の２年生担任の初任者のワークエ

ンゲージメント（仕事へのやりがい）が高

いことが分かる。また，抑うつ傾向（仕事へ

のストレス）も低く，幸福感も高い。 

一方，ワークエンゲイジメント（仕事へ

のやりがい）が低かったのは担外の初任者

教員であった。（図７，図８，図９） 

さらに，小学校の調査同様，４つの信頼

関係（児童生徒，保護者，学年部教員，管

理職）との相関を見てみると，左のような

データが見られた。 

 図 10 を見るとやはり２年生を学級担任

する初任者とそれぞれとの信頼関係はどの

月も高い数値を示している。 

一方，担外の初任者とそれぞれとの信頼

関係はどの月も低い数値を示している。こ

のことから中学校でも，児童生徒・保護者・

学年教員・学校管理職との信頼関係が高い初

任者教員は，主観的幸福感が高く，抑鬱傾向が低いことが分かった。 

 

１）．３ 初任者教員の「不安感」の特徴 

 Ａ市の初任者教員は 63名で，25歳未満が 33名，25歳以上が 18名，30歳以上が 7名，

35歳以上が５名，40歳以上が１名である，大学を卒業したばかりの者から，講師経 

験を経て新規採用された者まで年齢も様々である。 

小中の初任者教員のアンケートの自由記述からテキストマイニングにかけた。 

小学校の初任者教員の自由記述で多く見られた言葉は，１学期は「しんどい」，２学期

は「研究授業」であった。また，「つらい」「保護者」「教材研究」などの言葉も見られ

た。自由記述を詳しく見てみると， 

・授業改善や保護者対応で仕事が終わらず帰宅時間が遅くなる。 

自由記述（小学校 2学期）

2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.  

自由記述（小学校 1学期）

2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.  

 

図９ 幸福感（中学校） 
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図 10 信頼関係 

図 11 自由記述（小学校１年目１学期） 図 12 自由記述（小学校１年目２学期） 
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・子どもによく分かる授業をしようと準備するがうまくいかずしんどい。 

・どのように指導したり，どのように成績を付けたりしたら良いのか悩む。 

・学年や学級の仕事が多くてなかなか進まない。 

・研究授業に向けた指導案づくりが日々大変だった。 

・子ども同士のトラブルや，保護者対応が続き，思うように動けなかった。 

など，「授業改善」や「保護者対応」，「授業力の向上」，「成績処理」に苦慮していること

が見受けられる。 

中学校の初任者教員の自由記述で多く見られた言葉は，１学期は「部活動」，２学期は

「生徒指導」であった。また，「つらい」「しんどい」などの言葉も両学期からも見られ

た。自由記述を詳しく見てみると， 

・部活動指導がうまくいかない。 

・学年部の人間関係が良くないので，一人で仕事をしなければならない。 

・生徒への対応（生徒指導）をしなければならず，授業準備などの仕事も多い中で対応で

きなくて悩む。 

・学校行事の練習や準備で仕事量も多くしんどかった。 

・生徒指導の対応がうまくいかず，悩み，辛いと感じた。 

 

など，「部活指導」や「学年部との人間関係」，「生徒指導対応」に苦慮していることが見

受けられた。 

 

２）２年目の実践 

 一人前の教員になろうと研修を続けてきた初任者教員２年目を迎え，学校からも頼られ

る存在になってきた教員も増えてくる。今までに無かった校務分掌と２年目の研修，自分

たちと同じように大量採用の中で入ってくる初任者教員との関わりなど，環境も変わって

くる状況で２年目教員はどのように過ごしてきたのだろうか。 

２年目教員に調査したテーマは次の２つである。 

①２年目教員の「不安感」の特徴は何だろうか。 

②２年目教員のワークエンゲイジメントや主観的幸福感，抑鬱傾向，残業時間は職能成

長に関係しているのだろうか。 

 

自由記述（中学校 2学期）

2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.  2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.

自由記述（中学校 1学期）

 

図 13 自由記述（中学校１年目１学期） 図 14 自由記述（中学校１年目２学期） 
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２）．１ ２年目教員の「不安感」の特徴 

 ２年目も１年目に継続してアンケート調

査を行った。 

 小学校では図 11，12にあるように，１

年目は「授業改善」や「保護者対応」，「授

業力の向上」，「成績処理」といった悩みを

抱える教員が多かった。２年目になると，

まず１学期一番多かったキーワードが「校

務」（図 16）であった。体育主任として，

運動会の計画，立案，運営や，課外スポー

ツ（相撲，水泳，陸上）の指導，委員会活

動の担当などを任される立場になった教員

や，情報主任として校内のコンピュータの

管理，メンテナンスなど外部との連絡や調

整を任される立場になった教員，図書館主

任として，本の貸し出しや新しい本の購入

計画などを任される立場になった教員な

ど，初任者の時にはなかった，学校の一部

を動かす主要な立場に配置されることで，

多忙感や不安感をもつ教員が多かった。さ

らに１年生や６年生という，非常に責任あ

る学級担任を任され，期待とともに多くの

不安をもった教員も見られた。 

２学期は，「研究授業」「運動会」「音楽

会」が多いことが分かる。（図 17）運動会

や音楽会などの学校行事への取組の中で，自分が主となって子どもを動かす役割になった

ことへの不安とともに，２年目教員としての課題研究のまとめをしなければならないこ

と，それと同時に，全校研の授業公開をするための指導案作成や審議など多忙感の中で過

ごしたことが分かる。 

中学校では，図 13，14にあるように，「部活指導」や「学年部との人間関係」，「生徒指

導対応」に１年目は苦慮している教員が多かった。 

２年目となっても図 18，19に示すよう

に中学校教員の不安感の中心は「部活

動」であった。「指導がうまくいかな

い」，「専門的な知識や技能が無い中での

指導はつらい」，「休日の指導」，「部活動

の中での子どものトラブルや保護者への

対応」など，不安に感じていることが多

かった。 

 

 

自由記述（小学校２年目 令和元年９月～１２月 ２学期）

2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.  

自由記述（小学校２年目 令和元年４月～７月 １学期）

2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.  

○月の生活を振り返って，しんどかったこ

と，困ったこと，つらかったことを具体的

に記述ください。 

図 15 アンケートの自由記述 

図 16 自由記述（小学校２年目１学期） 

図 17 自由記述（小学校２年目２学期） 

自由記述（中学校２年目 令和元年４月～７月 １学期）

2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.  

図 18 自由記述（中学校２年目１学期） 
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また，小学校と同様に，２学期は体育大

会や合唱コンクールへの関わりや２年目教

員としての課題研究のまとめをしていくこ

とと，それに関連する研究授業しなければ

ならないこと，保護者対応などいろいろな

ことが同時進行で進めなければならないこ

とへの不安感が大きいことが分かった。 

 

 

２）．２ ２年目教員の職能成長とワークエンゲイジメントや主観的幸福感，抑鬱傾向，

残業時間との関連 

平成 27年 12月に中央教育審議会より出された，「これからの学校教育を担う教員の資

質能力の向上について」では，「教員が備えるべき資質能力については，例えば使命感や

責任感，教育的愛情，教科や教職に関する専門的知識，実践的指導力，総合的人間力，コ

ミュニケーション能力等がこれまでの答申等においても繰り返し提言されてきたところで

ある。」とされ，これまでの教員としての資質能力は引き続き求められている。さらに

「今後，改めて教員が高度専門職業人として認識されるために，学び続ける教員像の確立

が強く求められる。このため，これからの教員には，自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代の変

化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を，生涯にわたって高めていく

ことのできる力も必要とされる。」とある。ここからも初任者教員は，未来の愛媛の教育

を担う者の一人として職能を成長させていかなければならない。 

 では職能の成長にワークエンゲイジメントや主観的幸福感，抑鬱傾向，残業時間は関連

するのだろうか。 

２）．１ 職能成長とワークエンゲイジメントや主観的幸福感，抑鬱傾向，残業時間の関

係 

愛媛県の教員のキャリアステージに対応させた図 20の質問について，調査した。 

図 20 職能成長に関する質問 

図 19 自由記述（中学校２年目２学期） 

自由記述（中学校２年目 令和元年９月～１２月 ２学期）

2007-2019 User Local,Inc. All Rights Reserved.  

教員としての日々の教育活動への取り組み，勤務校での職務遂行状況について質問します。下記の質問について｢ひ
じょうにあてはまる｣とお考えの場合は｢4｣を，｢ややあてはまる｣とお考えの場合は｢3｣を，｢あまりあてはまらない｣

とお考えの場合は｢2｣を，｢全くあてはまらない｣とお考えの場合は｢1｣を選んでください。 
（ 1）時と場に応じた言葉遣いができている。 
（ 2）他の教師の授業や指導の参観・観察に努め，自己の指導に生かしている。 
（ 3）教職への情熱をもち，公平かつ愛情をもって児童生徒に接している。 
（ 4）よいものや必要なものを学ぼうとする意欲と謙虚さを持っている。 
（ 5）先輩教員の意見を聞く等して，自己省察し，指導力の向上を図っている。 
（ 6）悩みや困ったことが生じた場合には，先輩教員や管理職に相談している。 
（ 7）分からないことは進んで質問し，確かめている。 
（ 8）問題は一人で抱え込まず，先輩教員や管理職の協力を得て解決を図っている。 
（ 9）よい情報だけでなく悪い情報についても，報告・連絡・相談をしている。 
（10）校務分掌について理解し，自己の役割を遂行するとともに同僚と協力して取り組んでいる。 
（11）授業では，子どもに分かりやすい教え方ができている。 
（12）わかりやすく正確に板書している。 
（13）授業方法・教具についての知識や技術を持っている。 
（14）どのようにすれば，子どもたちの活動が能率よく進められるか知っている。 
（15）正しく発問をする力がある。 
（16）授業で教えた内容に対する子どもの理解を推測することができる。 
（17）まとまりのあるクラスをつくる自信がある。 
（18）学級内のコミュニケーションを活発にし，よりよい決定を作り出すことができている。 
（19）子どもたちと一緒に学級のルールを作り上げることができている。 
（20）問題のある子どもに授業を妨害させないようにすることができる。 
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図 24 職能成長と抑鬱傾向 

図 21～24に示すように，初任者としてスタートした３ヶ月は自身の職能成長を感じて

いる初任者教員が多い。２学期になると，前半は様々な行事を乗り越えることで，さらに

成長を感じ取っているが，２学期の後半からは研究授業や学期末の事務処理等によるモチ

ベーションの低下や多忙により，数値の低下が見られる。しかし，全体的には１年目より

２年目の方が職能成長を感じていることが分かる。１年間の初任者研修の成果が伺える。 

ただ，初任者教員の職能成長とワークエンゲイジメント，幸福感，平均残業時間，抑

鬱傾向の関連はどうだろうか。グラフを見ると，全体的に初任者教員としてのやりがい

や幸福度の高さ，残業時間の長短，抑うつ傾向の高低と職能成長にはあまり関連性が見

られないことが分かる。 

では，いったい何が初任者教員のやる気を促し，職能を成長させるのだろうか。 

 

 

 

２）．２ 信頼関係とワークエンゲイジメントや主観的幸福感，抑鬱傾向，残業時間の関

係 

１年目の調査では初任者教員の受け持つ学年の中で，ワークエンゲイジメントが高い学

年の要因として，４つの信頼関係（児童生徒，保護者，学年部教員，管理職）が高いことが

その一つとして見られた。そこで，初任者教員となってから特にワークエンゲイジメントに

変化が見られるＡ教諭とＢ教諭について，平成 30 年５月から令和元年 12 月までのワーク

エンゲイジメント，主観的幸福感，抑鬱傾向，残業時間と信頼関係との関係についてまとめ

た。 
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図 21 職能成長とワークエンゲイジメント 図 22 職能成長と幸福感 

図 23 職能成長と平均残業時間 
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Ａ教諭は１年目，保護者や子どもとの信頼関係は感じていたが，学校管理職や学年部教員

との信頼関係に苦慮していた。しかし，２年目に異動となり勤務する学校の環境にも慣れ，

それぞれとの信頼関係も大変良好である。 

  

 

 

図 25 信頼関係とワークエンゲイジメントや主観的幸

福感，抑鬱傾向，残業時間の関係（Ａ教諭） 

図 26 信頼関係とワークエンゲイジメントや主観的幸

福感，抑鬱傾向，残業時間の関係（Ｂ教諭） 
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Ｂ教諭は１年目の１学期は仕事への意欲はあるものの，処理する時間がかかり，残業時

間が多かった。２学期以降も仕事への対応はうまくいかず，学年部教員や学校管理職から

も受け入れてもらえないと感じ始めた。２年目には自身の異動はなかったが，管理職が異

動となった。２年目となってからも，なかなか良好なコミュニケーションが取れず，ワー

クエンゲイジメントもどんどん下がっていった。しかし 12月に入り，管理職と良好なコ

ミュニケーションが取れるようになった。また，周りの先生からもサポートを受け，熱心

に指導していただく姿に感動し大きく変容した。その結果がワークエンゲイジメントや抑

うつ傾向にも影響を与えている。 

  

６ 考察 

 １年目の調査では，まず小学校では４年生の学級担任として配置された初任者教員のワ

ークエンゲイジメントや幸福度が高かった。これは，児童が４年生になると上学年として

の意識をもち始めることや，専科授業（理科，音楽，書写など）が増えることで初任者教

員の負担が減ることが考えられる。一方，中学校では２年生の学級担任として配置された

初任者教員のワークエンゲイジメントや幸福度が高かった。これは１年生の学級担任は，

小学校を卒業した生徒に，中学生としての心得や人間関係の育成など，学校生活の基礎を

身に付けさせなければならないこと，３年生の学級担任は高校受験という大きな目標に生

徒の意識を向かわせるとともに，適切なアドバイスをしなければならないことなど，教師

としての経験値が高くなければならないからだと考える。それと比べると，その狭間であ

る２年生の学級担任を任せることで，少しでも負担を減らそうとしているのだろう。初任

者教員をどの学年に配置すれば，大きな負担無く成長していけるのか，一つの指標と考え

ても良いのではないだろうか。 

 初任者教員の不安感について，行事への関わり方，保護者対応，授業の進め方，成績処

理，部活動，研修など，どれ一つとっても初めてのことであり，一生懸命に取り組んでは

いるものの，それらが一度にくるとパニックになったり，残業時間が増えることにつなが

ったりする。ベテラン教員も異動した１年目は，物のありかから，その学校の子どもの特

徴や地域の事情，研修体制などで苦慮することがある。初任者教員にはベテラン教員が当

たり前に分かっていることでも一つ一つ丁寧に教えていくことは大切であることが分か

る。 

初任者の教員としての適応は，働いた時間ではなく，学年部の教員や管理職との信頼関

係（対話・交流⇒信頼）が大きく関わっている。さらに勤務時間による「多忙」よりも

「やりがい」を感じている初任者教員の方が適応能力高い。 

平成 30年に中央教育審議会から「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運

営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について」が出され

た。その中には，時間外勤務（残業）の上限を原則「月４５時間，年３６０時間」とあ

る。確かに長時間勤務は無い方がよいが，「仕事が終わらないのに早く帰るように言わ

れ，どうしていいか悩んでいる」とアンケートの自由記述にもあった。この答申には次の

ようにも書かれている。「残業時間についても，管理職や学年部教員の関わり方一つで初

任者教員の成長に大きな影響を与えている。特に若手の教師が自信をもって生き生きと教

育活動に当たることができるようにするためにも，管理職よりも教師に距離が近いミドル

リーダーが中心となって若手の教師を支援·指導できるような環境を整備する必要があ
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る。」また，「特に長時間勤務の傾向がある若手教師については，学校全体の中で支えてい

くことが重要。学校の管理職が，若手教師たちが一人で仕事を抱えていたり，悩んでいた

りするような様子があれば，それをいち早く把握し，すぐに声掛け等を行って，学校内外

のリソースやネットワークを生かして支援し，若手教師が一人悩んで孤立することのない

ようにしなければならない。」ともある。時間の数字ばかりに気を取られるのではなく，

私たちは初任者教員との関わり方も考えていかなければならない。そして，初任者教員の

授業力・指導力の向上は，校内の教職員全員で育てていこうとする意識と，各学校に常時

勤務する指導教員が必要である。平成 30年度は初任者教員４人対して１人，令和元年度

は初任者教員６人に対して１人の指導教員となった。財政的にも厳しい昨今，であるなら

ば校内でしっかりと初任者教員を育成する体制が必要であろう。 

 

７ 結語 

初任者の「不安感」をもとに研修プログラムを開発したいと考えた。 

その一つが「授業力向上プログラム開

発」である。学校全体で若手教職員を育て

るイメージで考えた。 

まず，若手教職員が一つのグループとな

って自分たちの授業力を向上させるという

意識をもって活動する。そして定期的にベ

テラン教員の授業を参観し，若手教職員は

授業を参観したあと，参観シートに自分た

ちがその授業から学んだことや授業感想を

記入し，ベテラン教員に返す。このように

ベテラン教員全員で若手を育てるスタンス

で取り組むことが大切である。（図 27） 

こうすることで，若手教職員の授業力の向上はもちろん，ベテラン教員も若手教職員に

授業を見せることで自信の授業力を向上させることに大変効果的であると考えた。 

また，若手教職員相互での授業参観も行う。授業を見た後は参観シートに記入するとと

もに，互いの授業について忌憚のない意見交換をすることで授業力の向上を目指す。 

このときに大切なのが，それらをコーディネートする教員の存在である。「人材育成推

進主任」や「若年研修主任」などの校務分掌を立ち上げることで，校内の研修体制がより

充実したものになるだろう。 

もう一つが「保護者対応プログラム開

発」である。アンケートの自由記述でも

「保護者対応」は初任者教員の不安感の中

でよく出てくるキーワードであった。保護

者対応事例研修により，教師の経験値を底

上げしたいと考えた。 

まず，保護者対応事例について，ベテラ

ン教員チームと若手教職員チームに分かれ

て対応を考える。ベテラン教員はこれまで

 

図 27 授業力向上プログラムイメージ① 

図 30 授業参観シート（若年教員用）  

図 28 保護者対応プログラムイメージ 
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の経験をもとに対応を考え，若手教職員は自分たちが思いつく対応方法を考える。相互に

意見交換する中で，ベテラン教員は適切な対応について若手教職員に伝え，若手教職員は

ベテラン教員の対応を学び，少しでも経験値を上げることができると考えた。（図 28） 

 最後に，本研究を通して，未来の愛媛の教育のために若手教職員を育てていくことは喫

緊の課題であるということを実感した。グローバル化の進展や人工知能（AI）の飛躍的な

進化と同時進行で，学校現場では教員の世代交代が急激に進むだろう。このような情勢の

中で，まずは校長を中心とした管理職が，学校運営の基本方針や経営計画を具体的かつ明

確に示し，教職員の意識や取組の方向性の共有を図るなど，リーダーシップをもって学校

組織マネジメントを行っていくことが必要不可欠である。そして，若手教職員の資質能力

を計画的に高め，一人前に育て上げることは，学校の教育力を保持する上で欠かせない。

全教職員で若手教職員の育成に取り組み，教職員間に学び合い，支え合う体制を築くとと

もに，これまで連綿と受け継がれてきた「愛媛の教師文化」の伝承者としての役割を，若

手教職員に期待したい。 
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